
 

         
 

 

７月 19日（土）に、昨年度から小出高校が医療連携協定している新潟医療福祉大学を訪問し、

「チーム医療体験会」に参加してきました。参加者には、事前に以下の４つの症例についての課

題が与えられ、生徒は、将来目指している医療従事者の役割について学び、体験会では他校の生

徒とチームを組み、意見を出し合い、最後には、症例ごとに対応策について発表しました。 

 症例Ａ「右膝前十字靭帯損傷を受傷したアスリートの競技復帰」 

 症例Ｂ「心筋梗塞患者の社会復帰まで」 

 症例Ｃ「住み慣れた地域で健康長寿を支える他職種連携」 

 症例Ｄ「糖尿病による足趾切断」 

 

【午前の部】「資格・職業体験」 

 生徒は、事前に希望した職種ごとに分かれ、大学の先生から講義や実習を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「医療専攻」たより 
新潟県立小出高等学校 進路指導部  

                         Vol.３ 令和７年７月 25日 

 

 

①アスレティックトレーナー 

②看護師・保健師・助産師 

③救急救命士 

④はり師・きゅう師 

⑤看護師・保健師・助産師 

⑥臨床工学技士 

⑦診療放射線技師 
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【午後の部】「チーム医療体験」 

前半 90分、参加者は６人程度のグループを構成し、６人はそれぞれが異なる職種の立場から、

前のページのＡ～Ｄの症例について議論しました。他校の生徒とも徐々に打ち解け、議論が活発

になっていきました。コミュニケーション能力の重要性を感じました。 

その後、各チーム５分の発表を行い、他チームと意見を共有しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


